
活動内容と成果
①�ルシクリヤ河口にクラブバンクを設置し、推計1億
5600万匹のワタリガニ卵をベンガル湾に放流
②�ルシクリヤ河口でマングローブ（2万530本）や一
般植樹（2万505本）植林による緑化面積増加
③�バフダ入江で住民グループを結成し、清掃活動を
実施、計500kgのごみを収集
④�壁絵10枚、参加型エコゲーム、ニュースレター（計
2巻4,000部）、クラブバンクのリーフレット
（3,000部）、マングローブ保全のブックレット
（3,000部）、環境エッセイや絵画コンテスト等を
通じての環境普及啓発

活動内容と成果
広大な河川樹林を市民が憩える場所となり将来公園
となることを目標に整備を進めているが、多岐にわ
たる活動で月1回の整備では人数も足りず、ボラン
ティアを増員する手段で催しを企画し開催してい
る。会員の努力により、人をも拒む樹林から、見晴ら
しの良い樹林に生まれ変わった。催しによるボラン
ティアも少しずつではあるが、手を貸してくれる人
も現れるようになり、今後に向けての期待を抱いて
いる。

課　題
対象湿地でみられる乱獲やごみ投棄、気候変動によ
る海洋生物への影響と生活困窮が危惧されている。
住民の環境意識は乏しく、地域社会の環境適応・回
避能力は脆弱である。

目　標
ベンガル湾岸湿地の自然環境を再生し、そこで生活
する人々が湿地を賢明に利用するために、環境保全
型クラブバンク（カニの肥育施設）の導入とプラス
チックフリーエリアを創出する。

課　題
自然環境の保全整備に取り組み、その取組みの担い
手を探す催しを企画し開催しているが、自然を大切
にする思いは伝わっても、整備に参加してくれる担
い手が出てこないこと。

目　標
自然豊かな川辺樹林を市民が散策しながら憩える場
所となるように保全と改善に取り組み、催しを通し
て緑化活動、自然体験により環境への意識向上を図
る。

PALLISHREE

（特非）　ジョイライフさやま

インド国ベンガル湾岸湿地（バフダ入江および
ルシクリヤ河口）における環境保全型クラブバ
ンクの推進とプラスチックフリーエリアの開発

環境保全の大切さを伝える
自然体験・地域交流の創出

他地域からクラブバンクが視察された様子

環境保全の大切さを伝える樹林整備

プラスチックフリーエリアでの
活動の様子

活動を推進する催し
川底生物による水質調査

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

実　践

LOVE BLUE助成

1年目

ワタリガニ卵放流
推計数 156,000,000 匹

樹林整備延べ参加人数 100 人

ごみ収集 500 kg

イベント延べ参加人数 100 人

今年度計画の達成度 100 ％

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 40 ％

目標達成度 30 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
異なる文化・言語（オディヤとテル
グー）を背景に、住民同士や住民と
外部機関との意思疎通が難しい状況
であった。

■工夫した点
湿地の賢明な利用を促進するために
住民参加型の活動を多く取り入れる
とともに、政府の支援も呼びかけ環
境活動を活性化させた。

■苦労した点
整備用の高額な機材を多種集めるこ
とが難しく、手作業での整備は苦労
の連続で、やめる人もかなり出てし
まった。

■工夫した点
高額の機材を助成してもらうため市
内の企業にわれわれの活動を理解し
てもらい行政を巻き込み整備に活路
を開いていくことができたこと。

各活動で得た教訓をもとに、次年度にバフダ入江とルシクリヤ河口の別地域で水
平展開し、環境保全型クラブバンク及びプラスチックフリーエリアのモデル地と
して確立することを目指す。

残念なことに昨年の台風19号、大雨により入間川が氾濫し河川敷や整備地の樹林
が土砂と流木により破壊され、太い流木は手では動かず重機に頼るほかない。5月
から始める関連の催しを予定通り開催できるか懸念している。

今後の
展望

今後の
展望

活動地域

活動地域
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